
「
農
用
地
利
用
配
分
計
画
」
の
認
可
に
つ
い
て

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

平
成
三
十
一
年
一
月
三
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

氏
名
又
は
名
称

住

所

あ
ぐ
り
屋
う
さ

津
山
市

津
山
市
加
茂
町
倉
見
字
大
久
保
四
五
六－

四
他

み
株
式
会
社

五
筆

井
上

定
夫

津
山
市

津
山
市
下
田
邑
字
川
東
二
四
二－

二
他
二
筆

中
塚

龍
夫

笠
岡
市

笠
岡
市
走
出
字
柿
木
九
四
〇－

一
他
二
筆

魚
谷

将
文

笠
岡
市

笠
岡
市
吉
田
字
前
二
八
〇
五－
一
他
二
筆

伊
木

大
介

笠
岡
市

笠
岡
市
有
田
字
犬
塚
三
五
五
七－

一
他
二
筆

佐
藤

範
雄

井
原
市

井
原
市
芳
井
町
池
谷
字
上
垣
内
一
六
三
二
他
一

筆

渡
邉

卓
志

井
原
市

井
原
市
美
星
町
宇
戸
谷
字
青
高
一
〇
五
〇

岡
田

直
人

井
原
市

井
原
市
西
方
町
字
金
原
一
三
二
五－

一
他
一
筆

農
事
組
合
法
人

総
社
市

総
社
市
三
輪
字
堀
前
二
八
他
一
筆

三
輪
営
農
組
合

秋
山

尚
太

総
社
市

総
社
市
東
阿
曽
字
扇
田
一
三
〇
七－

一
他
七
筆

農
事
組
合
法
人

総
社
市

総
社
市
影
字
立
野
一
九
七
一－

一
他
百
二
十
三

原
営
農
組
合

筆



株
式
会
社
西
山

赤
磐
市

総
社
市
秦
字
金
子
西
谷
一
〇
七
五－

一
他
十
二

農
林

筆

岡
本

隆
雄

赤
磐
市

赤
磐
市
仁
堀
西
字
堂
坂
一
五
三
五－

一

橋
本

彰
宏

赤
磐
市

赤
磐
市
立
川
字
新
屋
敷
前
一
二
九
〇

谷
川

仁

赤
磐
市

赤
磐
市
五
日
市
字
二
反
田
二
二
四－

一

森
末

奈
苗

赤
磐
市

赤
磐
市
斗
有
字
大
正
一
五
六
一

株
式
会
社
穂
々

赤
磐
市

和
気
郡
和
気
町
加
三
方
字
清
門
六
八
一
他
五
筆

笑
フ
ァ
ー
ム

丸
本
酒
造
株
式

浅
口
市

小
田
郡
矢
掛
町
横
谷
字
長
谷
五
五
八－

一

会
社

農
事
組
合
法
人

苫
田
郡
鏡
野
町

苫
田
郡
鏡
野
町
羽
出
字
野
沢
一
四
七
九－

一
他

野
沢
営
農
組
合

二
筆

二

認
可
年
月
日

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
八
日

三

申
請
年
月
日

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
一
日


